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HN(T) 8162 7･878 7･665
･ユyQ(M比 ) 20･44(±1･3) 31･9 22･87
♂(°eg) 81(±9) 79 90(±10)
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塾 Tl-Ts-I(短い方の成分)の温度依存性ocu-Tllの結果と比較するために､
磁気回転比γ及び超微細構造定数の自乗の比でスケールしてあるo
っまり試料の不均一や温度によるゆらぎのために､淵 方向の反強磁性的スピン相関
が部分的に消失したことによって､一部のTlサイ トは上下両側の3dスピンゆらぎの寄
与を受けることにより速い緩和雪S-1を示し､一部のTlサイ トは､ geometriCalcancelに
ょって全く寄与を受けずに､遅い緩和I;L-1を示したと考えられるo
以上､inter-buayerの反強磁性スピン相関についてまとめておくoまず､超伝導相に
っいては､staticなオーダーはもちろん存在せず､bilayer間の動的な反強磁性スピン相関
も消失している｡次に､反強磁性相については､staticには反強磁性的にオーダーして
いて､dynamiCには､部分的にのみ反強磁性相関が破れていることになるoなおintra-
bilayerの面間スピン相関については､残念ながらTuCu-NMRは情報を与えないo
最後に､反強磁性相で求めた超微細構造定数を使って､超伝導相の試料におけるギー1
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を説明できるかどうか検討してみる｡一般に核スピン緩和は､量子化軸に垂直な方向
の磁場ゆらぎによって引き起こされることを考慮し､ Kitaokaらによる解析法【29]に
従って､x"(q,a)が反強磁性ベクトルq=(7T,2T)のまわりでピークを持つことを仮定す
ると､H.lcの場合のCuサイトとTlサイトのrlの比は､
205rl/205Y2～ 2Aも
Y2≡(A｡.-4B)2.ItAc-4B)263rl/63
と表わされる｡ここで､Cuサイトの反強磁性共鳴スペクトルから実験的に得られる
超微細構造定数は､IAab-4Bl=143kOe/FLBのみであるため､再びref･29に従ってオンサ
イトの超微細構造定数Aab～30kOe/FL,､A6 --160kOe/FLBは､系によらず殆ど一定であ
ることを仮定すると､上式の比は､-1/16となる｡この値は我々が以前as_sinteredの試料
TIBa2CaCu207_6(Tc=90K)について報告した測定値-1/13と､実験精度内でほぼ一致す
る【11].よって､いくつかの仮定があるものの､T21212では反強磁性相から､僅かに
過剰 ドー プ域ににある試料(as-sintered)まで､Cuサイトの超微細構造定数は不変である
こ.とがわかる｡ただし､この系では完全に超伝導が消失するような､キャリヤをさら
に過剰 ドー プした試料の合成は未だ行われていない.よって､Te2201のように過剰
ドー プ域において､transferredhyperfinecouplingconstantのB項が増大していくかどうか
は､判断できない上291｡
3.まとめ
鋼酸化物超伝導体T21212の反強磁性相においてCu/Tl-NMRスペクトル､r Iを測定
し､磁性体としての性質をしらべた｡反強磁性スペクトルの解析から求めたcuサイト
の内部磁場､スピン構造､超微細構造定数は､La系やYBCOの反強磁性相の値とほぼ
同程度であり､磁性体としてのCuサイトの静的なパラメタは多くの系で共通であるこ
とがわかった｡
一方､Tl系反強磁性相の他の系との違いとしては､まず､スピン緩和率の測定から､
有限温度における3dスピンのゆらぎは､大きさも温度依存性も､他の系(La2CuO 4,
YBa2Cu306)に比べて極めて小さくなっていることがわかった｡次に､ブロック層であ
るTlサイトのhyperfinecouplingconstantは､La2CuO｡のLaサイトに比べて40倍程度と非常
に大きく､頂点酸素を経由した超交換相互作用が存在することを意味している｡これ
も､他の系とは異なっている｡
cuサイト､Tlサイトにおけるスピン緩和率の比は､スペクトルの解析から独立に求
めた超微細相互作用定数を使って定量的に説明することができた｡これは､この系で
の電気四重極緩和や､常磁性不純物スピンによる緩和等が､無視できるほど小さく､
スピン自由度が単一(cu3dスピンゆらぎ)であることを示しているとともに､求めた超
-690-
｢若手による "核磁気共鳴で見た物性研究"｣
微細構造定数の妥当性を保証している｡
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